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エコ事業所エコ事業所はは一歩進んだ一歩進んだ
取組み取組みをを実践実践しています。しています。

エコ事業所の特徴
エコ事業所は、廃棄物の発生抑制や循環利用、環境に配慮した事業活動に積極的に取り
組んでいる事業所です。現地調査や、専門家による検討会において、取り組み状況のチェッ
クも行われています。なお、エコ事業所には認定銘板が掲示されています。

廃棄物の削減の取組み廃棄物の削減の取組み

環境に配慮した事業活動の取組み環境に配慮した事業活動の取組み

エコ事業所の認定を受けるとエコ事業所の認定を受けると

発生抑制や減量化、リサイクル
等について、創意工夫を持って取
り組み、高い減量化・循環利用率
を維持しています。

◆ＩＳＯ 14001 など環境管理システムの構築
◆省エネルギーやエネルギーの有効利用
◆グリーン購入の実践
◆地球温暖化防止対策

など、様々な環境配慮活動を積極的に実践しています。

◆�県から交付される認定銘板を掲示することで、環境に配慮する事業所
としての姿勢をアピールすることができます。

◆�県のホームページやパンフレット等により、県民や事業者の皆さんに
対し、環境に配慮した企業としてＰＲされます。

３Ｒ

リデュース
Reduce
発生抑制

リサイクル
Recycle
再生利用

リユース
Reuse
再使用



令和２年度認定

株式会社富山村田製作所
富山市上野345番地
https://corporate.murata.com/ja-jp/group/toyamamurata

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 主要な廃液であるアルカリ廃液を自社処理できるプラン
トを設置し、産業廃棄物委託から自社処理することにより、
廃棄物の削減を図りました。
• 排水を処理した水の一部を純水用の原水に使用しています。
• 塩化第二鉄廃液を協力業者にて濃縮再生処理し、塩化第
二鉄を全量再利用しています。
• 廃棄物の埋立て処分量ゼロを継続しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、環境目標を定めて計画
的に環境活動に取り組んでいます。
• より環境影響の少ない製品を製造するため、RoHS規制物
質を排除した部資材を利用しています。
• エネルギー使用量と水使用量の削減を環境目標として設
定し、省エネルギー性のある高効率設備への更新、建屋内
外の照明のLED化、排水のリサイクル等に取り組んでい
ます。

令和２年度認定

昭和電工セラミックス株式会社
富山工場
富山市西宮町３番１号
https://www.sdk.co.jp/ceramics/network/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 無機汚泥は事業所内で脱水・減量化した後、路盤材の原料
として再生利用しています。
• 副生物である塩酸の一部を販売し、廃棄物の削減につなげ
ています。
• 廃プラスチック類は種類ごとに分類し、有価物として売却し
ています。また、その売却益は日本赤十字社へ寄付しています。
• 2007年から最終処分率1％以下のゼロエミッションを継続
しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認定を取得し、継続的な環境保全活動に取り
組んでいます。
• 再生可能エネルギーを利用した共同発電所の電力を利用
しています。また、デマンドコントロールにより電力使用量
を管理しています。
• ハイブリッド車の導入、空調設備の温度管理、省エネルギー
に配慮した機器の導入等により、CO2排出量の削減に取り
組んでいます。

令和２年度認定

株式会社ジェスコ　セキュリティセンター
富山市婦中町広田3978
http://www.jessco.co.jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 県内の事業所等から廃棄される機密文書の処理（リサイク
ル）を行っています。
• 文書は機密消滅後、製紙会社でトイレットペーパーやコ
ピー用紙に再生し、機密文書の排出事業所で再び使用し
ていただく地域循環型のリサイクルシステムを構築して
います。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• エコアクション21の認証を取得しており、環境目標を定
めて計画的に環境活動に取り組んでいます。
• 動力設備の日常巡視、保守点検や清掃を重点的に実施す
ることで、エネルギー使用量の削減などに積極的に取り組
んでいます。

エコ事業所



令和２年度認定

中越パルプ工業株式会社 
生産本部二塚製造部
高岡市二塚3288番地
http://www.chuetsu-pulp.co.jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 生産過程で発生する製紙汚泥を脱水し、減容化した後、焼却
しています。この焼却灰はセメント原料に再利用しています。
• 高分子系の廃棄物をRPFとして有効利用し、一部を工場
のボイラーの燃料としています。また、製紙汚泥をボイラー
の助燃料として利用しています。
• 金属系廃棄物や電材系の廃棄物を分別して有価物として
再資源化し、廃棄物の削減に取り組んでいます。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得し、継続的な環境保全活動に取
り組んでいます。
• 省エネルギー委員会を設置し、部門ごとにエネルギー使
用量の削減目標の立案と効果の確認を行っています。
• ボイラーの燃料にRPFや製紙汚泥を利用することによって、
燃料の構成石炭比率を10%以下に抑えています。

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）平成26年度受賞

令和２年度認定

ＹＫＫ株式会社 黒部事業所
黒部市吉田200番地
https://www.ykk.co.jp/japanese/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 排水処理工程から発生する汚泥を自社の脱水機で減容化
した後、セメント原料及び金属原料として山元還元できる
業者に処理委託しています。
• 廃プラスチック類は単一材質に分別を徹底し、有価物と
して売却しています。分別困難なものは、固形燃料化や熱
回収を行う業者に処理委託しています。
• 自社独自の廃棄物処理業者の評価ガイドラインを作成し、委
託先を適切に選定して、廃棄物の適正処理を推進しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、継続的な環境活動を推進しています。
• 高効率機器の導入、生産設備の省エネルギー化等により、
徹底した省エネルギー活動に取り組んでいます。また、黒
部川扇状地の特色を生かした地下水熱利用空調を導入し、
再生可能エネルギーの普及に取り組んでいます。
• 工場内の敷地で黒部の原風景の再生を目指し、計画的に植樹し
「ふるさとの森」の整備を進めています。生物調査等を継続的に
行い、地域の各種団体と連携して観察会を行うなど、子どもたち
の環境教育の場としても活用しています。

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）平成22年度受賞
環境とやま県民会議会長表彰（地球温暖化対策）平成28年度受賞

令和２年度認定

中越パルプ工業株式会社 高岡工場
高岡市米島282番地
http://www.chuetsu-pulp.co.jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 生産過程で発生する有機汚泥を自社のスクリュープレス
機で脱水し、減容化した後、焼却しています。この焼却灰
はセメント原料、固化材等に再利用しています。
• パルプ製造時に発生する木材由来の黒液をボイラー燃料
として再利用しています。
• 廃プラスチック類や金属系廃棄物は分別し、有価物とし
て売却することで廃棄物を削減しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しているほか、自社で「環境憲章」
を制定し、持続的発展が可能な循環型社会の形成に貢献
しています。
• 省エネルギー委員会を設置し、部門ごとにエネルギー使
用量の削減目標の立案と効果の確認を行っています。
• 黒液や解体木材等をボイラー燃料に活用することで、化
石燃料由来のCO2排出量を削減しています。

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）平成26年度受賞

エコ事業所



令和２年度認定

株式会社小松製作所 氷見工場
氷見市下田子１番地３
https://home.komatsu/jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 生産工程で発生するスラグ及び集塵ダストから路盤材や
簡易舗装材を製造・販売し、廃棄物のリサイクルに取り組
んでいます。簡易舗装材は富山県リサイクル製品の認定
を受け、各種工事に利用されています。
• 鋳造品の生産過程で発生するスラグについて、使用する
スクラップを高品位品に変更したり、溶け落ちカーボンの
安定化を図ることにより、廃棄物発生量を削減しています。
• 一部の特殊砂ダストは有価物として売却し、再生された
特殊砂を再び生産工程で循環利用しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認定を取得しているほか、グループの事業所
間で環境クロス監査を実施することで、グループ内他社
の活動を知り、取組みの幅を広げる機会を作っています。
• 副資材等を新しく購入する際は、有害物質等の含有を環
境影響事前評価により確認し、有害物質等を含んだ材料
使用の未然防止を図っています。
• 生産ラインの稼働率向上、照明のLED化等により、CO2排
出量の削減に取り組んでいます。

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）平成16年度受賞

令和元年度認定

立山マシン株式会社 本部工場
富山市下番30番地
https://www.tateyama.jp/ma/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 廃棄時のリサイクルに支障がない、環境に配慮した製品
設計に取り組んでいます。
• 分別区分の細分化により、再生利用（有価物化）を進める
など先進的な取組みを行っています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、環境マネジメントシス
テムに基づく環境負荷低減活動を計画的に実施していま
す。
• 照明のLEDへの全面切り替えなどにより、節電に取り組
んでいます。

令和元年度認定

立山科学株式会社 南工場
富山市月岡町３丁目６番地
https://www.tateyama.jp/ka/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 品質管理を徹底し、不良品を出さないようにすることで、
廃棄物の削減につなげています。
• 分別区分の細分化により、再生利用（有価物化）を進める
など先進的な取組みを行っています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、環境マネジメントシス
テムに基づく環境負荷低減活動を計画的に実施していま
す。
• 照明のLEDへの全面切り替えなどにより、節電に取り組
んでいます。

エコ事業所



平成30年度認定

佐藤鉄工株式会社 本社・立山工場
中新川郡立山町鉾木220番地
http://www.satotekko.co.jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 塗料などが付着した養生シートや混合廃棄物など、循環
利用が難しい廃棄物を中心に削減に向けた社員教育等を
実施しています。
• 分別を徹底することにより、木くず等を有価物化しています。
• 材料の発注に当たり、梱包材の削減を業者に依頼するなど、
廃棄物削減の工夫により、廃棄物発生量を平成29年度は
平成26年度比で、48%削減しました。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、環境方針に基づき電気
使用量削減等の環境活動に取り組んでいます。
• 省エネや環境コンプライアンス等についての「環境パフォー
マンス、目的目標の達成度」を作成し、社内をはじめ要望
があれば外部へも公表しています。

令和元年度認定

立山科学株式会社 大泉工場
富山市大泉1583番地
https://www.tateyama.jp/ka/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 品質管理を徹底し、不良品を出さないようにすることで、
廃棄物の削減につなげています。
• 分別区分の細分化により、再生利用（有価物化）を進める
など先進的な取組みを行っています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、環境マネジメントシ
ステムに基づく環境負荷低減活動を計画的に実施してい
ます。
• 照明のLED化などによ
り、節電に取り組んで
います。

令和元年度認定

株式会社 KOKUSAI ELECTRIC
富山事業所
富山市八尾町保内２－１
https://www.kokusai-electric.com/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 廃プラスチック、ガラスくずの処分方法を変更し、路盤材
に再利用することで、最終処分量を削減しました。
• ヘルメット、無塵服の処分方法を変更し、広域認定制度を活
用して100%再利用することで、最終処分量を削減しました。
• 上記の取組み等により、減量化・循環利用率は、過去３年間、
99.7％以上を達成しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001を取得し、環境活動レベルの向上を図るため、環境
行動３ヶ年計画を策定し、環境マネジメントや地球温暖化対
策の６カテゴリー評価を行い、継続的な改善を図っています。
• エネルギーの高負荷設備は週末・長期休暇時に縮退運転を
実施しています。また、省エネ設備の導入や製品出荷時の
国内輸送におけるモーダルシフトにより、CO2排出量の削
減に取り組んでいます。
• 環境活動を推進する人づくり育成のため、社内では
e-leaningで環境マインド教育
を全従業員に実施するとともに、
社外資格であるeco検定合格
者の拡充を進めています。

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）令和元年度受賞

令和元年度認定

ユーシン建設株式会社
砺波市三郎丸56番地
http://www.yushin-kensetsu.co.jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 道路の舗装工事で発生する廃アスファルトや廃コンクリー
ト等を全量リサイクルし、最終処分量０を達成しています。
• リサイクルした再生アスファルト混合物や再生砕石等は、
自社工事で利用しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• 風力・太陽光発電（一基）を導入しています。
• ハイブリッド車の導入、エコドライブ、現場への移動時の
乗り合わせ、重機
の暖機運転時間
の短縮等を実践
し、CO2排出量の
削減に取り組ん
でいます。

環境とやま県民会議会長表彰（地球温暖化対策）平成26年度受賞

エコ事業所



平成30年度認定

協和ファーマケミカル株式会社
高岡市長慶寺530番地
http://www.kyowa-pharma.co.jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 排水処理で排出される余剰汚泥及び無機汚泥はセメント
原料化、廃プラスチックは固形燃料化により、再資源化し
ています。
• 廃有機溶剤は安易に混合しないよう分別を徹底することに
より、蒸留再生利用や重油代替燃料として売却しています。
• 廃棄物最終処分量0.1%以下の目標を継続して達成して
います。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、環境目標を定めて計画
的に環境活動に取り組んでいます。
• 蒸気による自家発電を止めてボイラーの運転を最適化し
たり、排水処理設備を高効率な曝気方式に変更したりする
など、事業
所における
エネルギー
使用量の削
減に積極的
に取り組ん
でいます。

平成30年度認定

アサヒ飲料株式会社 北陸工場
下新川郡入善町若栗新321-1
http://www.asahiinryo.co.jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 排水処理へのオゾン脱色設備の導入により、凝集沈殿処理
での汚泥発生量の低減や排水の水質向上を図っています。
• コーヒー・茶かすや排水汚泥の堆肥化など、分別による
廃棄物の再資源化を推進しており、減量化・循環利用率
100％を達成・維持しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、環境マネジメントプロ
グラムに基づく環境負荷低減活動を計画的に実施してい
ます。
• 製造工程の見直し等による生産効率の向上や、製品出荷
時の鉄道貨物の利用等により、温室効果ガスの削減に積
極的に取り組
んでいます。

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）平成25年度受賞

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）令和２年度受賞

平成30年度認定

株式会社大塚製薬工場 富山工場
射水市有磯２－27－１
http://www.otsukakj.jp/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 廃プラスチック類のプラスチック原料化や固形燃料化、
汚泥のセメント原料化や堆肥化など、廃棄物の再資源化
を推進しており、減量化・循環利用率99.9％以上を達成・
維持しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、環境方針や環境マネジ
メントマニュアル、環境目標、実施計画を設定して、活動
を推進しています。
• ボイラーの燃料転換（Ａ重油から都市ガス）や空調機器
の更新等のほか、製造工程や設備運転方法の見直しによ
り、省エネル
ギーを推進
しています。

平成30年度認定

パナソニック エコシステムズ
ベンテック株式会社 小矢部工場
小矢部市末友３番地
https://panasonic.co.jp/ls/pesv/

【廃棄物の３Ｒの取組み】
• 廃プラスチック類の熱回収や、廃油の燃料としての売却
など、分別による廃棄物の再資源化を推進し、減量化・循
環利用率99%を達成しています。
• 全従業員に環境手帳を配付して、個人目標を記入するこ
とにより、廃棄物の発生抑制・循環利用の推進に向けた教
育啓蒙活動を継続的に実施しています。

【環境に配慮した事業活動の取組み】
• ISO14001の認証を取得しており、社内で環境委員会を毎
月開催して取組み状況を確認するなど、環境活動体
• 制を確立しています。
• 工場屋根の遮熱塗
装や窓遮熱フィル
ムの設置、照明ス
イッチ区画の細分
化等により、省エネ
ルギーを推進して
います。

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）令和元年度受賞

環境とやま県民会議会長表彰（ごみゼロ・リサイクル）令和２年度受賞

エコ事業所



お問い合わせ先
富山県生活環境文化部環境政策課
〒 930-0005
富山市新桜町 5-3 第２富山電気ビルディング８Ｆ
ＴＥＬ．076-444-3140　ＦＡＸ．076-444-3480
ＵＲＬ．https://www.pref.toyama.jp/1705/kurashi/kankyoushizen/haikibutsu/recycle1/index.html

富山県リサイクル富山県リサイクル
　　　　　　　　　認定制度　認定制度についてについて
廃棄物を利用して製造されるリサイクル製品や、廃棄物の減量化・
リサイクル等に積極的に取り組む事業所を県が認定する制度です。

リサイクル製品の認定を受けると

申
請
か
ら
認
定
を
受
け
る
ま
で
の
流
れ

エコ事業所に認定されると

公　　募

申　　請

現地調査

検 討 会

認 　 定

原則、毎年度１回（更新及び新規）２か月間公募します。
※ 公募の案内は富山県リサイクル認定制度のホームページで行います。

認定申請書に必要資料を添付のうえ、担当課に提出してください。
※ 申請書の様式、記載例、認定基準等は富山県リサイクル認定制度のホームページか
らダウンロードできます。

リサイクル製品は新規の申請の場合、エコ事業所は更新及び新規の申請のいずれも
現地確認を行い、申請書の内容・リサイクル製品の製造工程や事業所の取組みを確認
します。

「富山県リサイクル認定検討会」において専門家からの意見を聴き、認定の是非を検討
します。

検討会での審議の結果を踏まえ、知事が認定します。リサイクル製品の認定期間は
３年間、エコ事業所の認定期間は５年間です。

認定証と認定銘板が
交付されます。

県が発注する公共工事にて、
優先的に調達されます。

ＣＳＲ報告書等で、
環境への取組みとして
アピールできます。

県のホームぺージや
パンフレットで、
製品がＰＲされます。

銘板を掲示する
ことにより、
環境に配慮する
事業所としてア
ピールできます。

認定証が交付され、製品
に「富山県認定リサイクル
製品」の表示を行うこと
ができます。

制度の詳細は 富山県リサイクル認定制度

富山県リサイクル認定制度について


